
 ２０２４.５．２２ ペットボトルキャップの行方 

 

 
生徒総会で、前生徒会執行部役員さんから報告がありましたが、昨年度

生徒会ではペットボトルキャップの回収事業を行っていました。 
 
１学期の中間考査前。集めた大量のキャップを保健室前の体重計で大ま

かな重さを前執行部のみなさんが測定していました。 

 

 
考査終了日に前執行部役員さんたちがキャップを運んでくれたのは湖南市にあ

る、株式会社 ECO BANK さんです。 
こちらの会社は「循環型社会」に対応し、廃プラスチック全般の再原料化における事

業を展開しておられるそうです。 

 

みなさんが投票しながら集めてくれたキャップが役員

さんたちの手で会社にはこびこまれました。 
 

Reduce（リデュース）・・・廃棄物の発生制御 

Reuse（リユース）・・・再使用 

Recycle（リサイクル）・・・再資源化 

 
この３つの「R」についてはみなさんもこれまでに、授業などで聞い

たことがあるのではないでしょうか？ 

使い終わった資源をただゴミにするのではなく、利用できる資源

として再生していくことが、これからを生きていく私たちには必要

な視点となります。 
 

合計３５．３キログラム。 
米原高校から出た、大切な資源がリサイクルされていきます。 
前執行部役員のみなさん、回収に協力いただいた生徒のみなさん、ありがとうございました。 
 

 
 

 


